
団体の活動、セールスポイント 

●アートによる障がい者の自立を目指して 

音楽活動や芸術創作活動を通して障がい

者の自立支援を行い、障がいの有無にかか

わらず全ての人が協働し共生のまちづくりを目

指していくと共に地域福祉力の向上に寄与す

ることを目的とした県内初の取り組みを行って

います。 

特定非営利活動法人サポートセンターどりーむ
〒691-0031 島根県出雲市東福町 820-1 
Tel: 0853-62-4872 
Fax:0853-62-4872 
mail art-wanpaku@amail.plala.or.jp 
hp  http://sc-dream.net 

特定非営利活動法人 サポートセンターどりーむ 

団体から寄附者への PR 

 特定非営利活動法人『サポートセンターどりーむ』では、障がいがある人の雇用を

促進し、自立支援の在り方を提案し、障がいある人 ない人の感性が人々の心を繋

ぎあい、大きな絆を繋ぎ、神話の国出雲から全国に向け発信していきたいと考えま

す。工賃を得る喜びだけでなく、生きがいを得る喜びを提供していきます。

私たちの理念は利用者を必ず守ることです。

チャレンジドアート推進事業にご支援ご協力をお願いします。

～アートによる障がい者の自立を目指して～

寄附を受けて取 り組みたい事業  

これまでに寄附を活用して実施した

事業  

●チャレンジドアート推進事業

アートイベントの開催 

街をアートで飾る活動 アートレンタル事業を

通してチャレンジドアートの普及を目指してい

ます。 

●作業しやすい環境の充実 

具体的には 

・送迎車両の整備 

・空調設備の充実（エアコンの設置） 

団体の目標  

●チャレンジドアート（障がい者アート）の普及を目指します。 

※ 従来の福祉の視点からでなく、あくまでアートの視点で 

利用者の才能を発掘育成し、彼らのアートの持つ 

① 大胆な構図 

② 圧倒的な色彩 

③ ひたむきさを訴えていきます。 

※ アートのビジネス化を目指します。 

 ① チャレンジドアートの訴求力の高さを生かして企業や 

団体の販売促進、ＰＲ活動に活用して頂くことを目標 

とします。 

●自己財源確保 

会員・賛同者の多数確保やチャレンジドアート展の開催等に 

より、自己財源の安定化をはかり事業を展開したい。 

しまね社会貢献基金登録団体 

映画 渾身のポスターに採用されました。 

わんぱく大使くん 

街とアートで飾る活動（アートタウンプロジェクト）が始まりました。 

第一号はくにびき大橋の工事現場（カナツ技建工業㈱さん）の看板アートを描きました。 


